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人
ひと

はいつだって幸
しあわ

せになれます。

おいしいものを食
た

べるとき、好
す

きな音
おん

楽
がく

を聞
き

いているとき、

ゲームをしたり、マンガを読
よ

んだり、お買
か

い物
もの

をしたり。

世
よ

の中
なか

にはたくさんの素
す

敵
てき

なお仕
し

事
ごと

があって、

その人
ひと

たちのおかげで、幸
しあわ

せを見
み

つけるのはとても簡
かん

単
たん

です。

でも、困
こま

っていたり大
たい

変
へん

だったり不
ふ

安
あん

や心
しん

配
ぱい

な気
き

持
も

ちをなくすことは、

とても大
たい

変
へん

で一
ひ と り

人では難
むずか

しいものです。

福
ふく

祉
し

のお仕
し

事
ごと

は、そんな気
き

持
も

ちがなくなるように、お手
て

伝
つだ

いをすることです。

その人
ひと

に寄
よ

り添
そ

い、その人
ひと

が今
いま

も明
あ し た

日もこれからも、

ずっと幸
しあわ

せでいられるために、お手
て

伝
つだ

いをします。

誰
だれ

にだって不
ふ

安
あん

や心
しん

配
ぱい

な気
き

持
も

ちがあります。困
こま

ったり大
たい

変
へん

なことがあります。

その理
り

由
ゆう

も人
ひと

それぞれです。

だから福
ふく

祉
し

のお仕
し

事
ごと

にもいろいろなものがあります。
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相相
そ

う

談談
だ

ん

員員
い

ん

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

相
そう

談
だん

員
いん

は、おばあさんやおじいさん、その家
か

族
ぞく

やご近
きん

所
じょ

さんが困
こま

っていたり

心
しん

配
ぱい

に思
おも

っていることの相
そう

談
だん

を受
う

けます。どうしたら安
あんしん

心できるかを一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えます。

ケアマネジャーは困
こま

ってるおじいさん・おばあさんのために、家
か

族
ぞく

だけじゃなく、お医
い

者
しゃ

さんや、 

看
かん

護
ご

師
し

、リハビリテーション職
しょく

、介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

（他
ほか

のページで説
せつ

明
めい

してるよ！）など、いろいろな

分
ぶんや

野の人
ひと

たちとチームを組
く

んで、困
こま

りごとを解
かい

決
けつ

するためにどんなお手
てつだ

伝いができるのか、

お手
てつだ

伝い内
ない

容
よう

の計
けい

画
かく

（ケアプラン）を作
つく

ります。
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ケアマネジャーが作
つく

ったケアプランを見
み

て、介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

は実
じっ

際
さい

におばあさんやおじいさんの

お手
てつだ

伝いします。

一
ひとり

人では大
たい

変
へん

でやれずに困
こま

っていたり、さみしい気
き

持
も

ちになっていたら、安
あんしん

心して元
げん

気
き

になってもらえるようにお手
てつだ

伝いをします。

おじいさんやおばあさんが元
げん

気
き

がなくて困
こま

っていた家
か

族
ぞく

の支
ささ

えにもなります。

介介か

い

護護ご

職職
し

ょ

く

員員
い

ん
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生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

員
いん

は、障
しょう

がいがあって困
こま

っている人
ひと

や、その家
か

族
ぞく

のお手
てつだ

伝いをします。

障
しょう

がいにもたくさんの種
しゅ

類
るい

があって、困
こま

っていることもみんなそれぞれ違
ちが

います。

不
ふあん

安なことがなくなって安
あんしん

心できる方
ほう

法
ほう

を考
かんが

え、一
ひとり

人ではできないことはお手
てつだ

伝いします。

生生
せ

い

活活
か

つ

支支し

え

ん

員員
い

ん
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お母
かあ

さんやお父
とう

さんが忙
いそが

しくて子
こ

どもと一
いっ

緒
しょ

に過
す

ごせない時
とき

に、保
ほ い く し

育士がお手
てつだ

伝いします。

子
こ

どもたちが、これから安
あんしん

心してたくさんのお友
とも

達
だち

が作
つく

れるように、いろいろなことを

一
いっ

緒
しょ

に練
れん

習
しゅう

します。

保保ほ

育育
い

く

士士し
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いろいろな理
りゆう

由で、お母
かあ

さんお父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に暮
く

らせない子
こ

もいます。

少
すこ

し大
おお

きくなってから施
しせつ

設に入
はい

る子
こ

もいれば、生
う

まれてすぐに入
はい

る子
こ

もいます。

さみしく思
おも

う時
とき

も、みんなそれぞれ違
ちが

います。

児
じ

童
どう

指
し

導
どう

員
いん

はその子
こ

たちがさみしくならないように、家
か

族
ぞく

のように見
み

守
まも

り支
ささ

えながら、

一
いっ

緒
しょ

に生
せい

活
かつ

します。

児児じ

童童
ど

う

指指し

導導
ど

う

員員
い

ん
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社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょうぎかい

議会は、すべての人
ひと

がおたがいを思
おも

いやり、自
じぶん

分らしく幸
しあわ

せにくらせる地
ち

域
いき

を

つくるためにさまざまな活
かつ

動
どう

をしています。

地
ち

域
いき

にある困
こま

りごとを地
ち

域
いき

のみんなで解
かい

決
けつ

できるように、“人
ひと

と人
ひと

”“人
ひと

と地
ち

域
いき

”をつなぐ

役
やく

割
わり

をしています。

身
からだ

体の痛
いた

みをかかえている人
ひと

には、痛
いた

みが少
すこ

しでも減
へ

るようにあたためたり、動
うご

かしたりするお手
てつだ

伝いをして

います。身
からだ

体の力
ちから

が弱
よわ

くなっている人
ひと

には、お話
はなし

をしながらその人
ひと

の気
き

持
も

ちに寄
よ

り添
そ

い、歩
ある

く練
れん

習
しゅう

や体
たい

操
そう

をし

ています。

リハビリテーションリハビリテーション職職
しょく

熱
ねつ

はないか、痛
いた

いところはないか、ご飯
はん

を食
た

べられているかなど、利
り

用
よう

者
しゃ

さんの健
けん

康
こう

チェックをします。利
り

用
よう

者
しゃ

さんがお薬
くすり

を正
ただ

しく飲
の

めるようにお手
てつだ

伝いもします。

看看
かん

護護
ご

師師
し

食
しょくじ

事は利
り

用
よう

者
しゃ

さんにとって生
せい

活
かつ

の中
なか

の楽
たの

しみの一
ひと

つです。安
あんぜん

全においしく、楽
たの

しく食
しょくじ

事ができるよう、利
り

用
よう

者
しゃ

さんが食
た

べやすいような形
かたち

にしたり、必
ひつ

要
よう

な量
りょう

を調
ちょう

整
せい

します。

栄栄
えい

養養
よう

士士
し

社社
し

ゃ

会会
か

い

ふ

く祉祉
し

協協
き

ょ

う

議議ぎ

会会
か

い

福
止
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実
じっ

際
さい

に現
げん

場
ば

で働
はたら

くみなさんに、お仕
し

事
ごと

のやりがいを聞
き

いてみましょう！

たとえ、おじいさんやおばあさんになっていろんなことを忘
わす

れてしまっても、最
さい

期
ご

まで「嬉
うれ

しい」「楽
たの

しい」「幸
しあわ

せ」と感
かん

じられて、笑
え

顔
がお

でいられるように一
いっ

緒
しょ

に過
す

ご

すのは、とってもあたたかくて素
す

敵
てき

なお仕
し

事
ごと

だと思
おも

っています。

人
じん

生
せい

の最
さい

期
ご

のときまで笑
え

顔
がお

で一
いっ

緒
しょ

に
介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

日
ひ

々
び

の子
こ

どもたちの成
せい

長
ちょう

をすぐ近
ちか

くで見
み

たり、感
かん

じたり、一
いっ

緒
しょ

に喜
よろこ

んだりできる

仕
し

事
ごと

です。子
こ

どもたちが安
あんしん

心してすごせるように、一
ひ と り

人ひとりの気
き

持
も

ちに寄
よ

り添
そ

い、

信
しんらい

頼関
かん

係
けい

をつくることを大
たい

切
せつ

にしています。

子
こ

どもの育
そだ

ちを支
ささ

え、保
ほ ご し ゃ

護者の子
こ そ だ

育てを支
ささ

える仕
し

事
ごと 保

ほ い く し

育士

利
り

用
よう

者
しゃ

さんへの「ありがとう」と、利
り

用
よう

者
しゃ

さんからの「ありがとう」という言
こと

葉
ば

の

やりとりは、ケアマネジャーにとって大
おお

きな力
ちから

になっています。

利
り

用
よう

者
しゃ

さんの生
せい

活
かつ

を支
ささ

えると同
どう

時
じ

に、自
じ ぶ ん

分も成
せい

長
ちょう

できる魅
みりょくてき

力的な仕
し

事
ごと

だと感
かん

じています。

安
あんしん

心と笑
え

顔
がお

を届
とど

けるプロ
ケアマネジャー

お話
はなし

をしながらいろいろな人
ひと

と仲
なか

良
よ

くなれ、人
ひと

の役
やく

に立
た

てる仕
し

事
ごと

です。

相
そう

談
だん

に来
く

る人
ひと

は悩
なや

みごとや不
ふ あ ん

安から表
ひょう

情
じょう

が暗
くら

い方
かた

が多
おお

いですが、話
はなし

を聞
き

くうちに

笑
え

顔
がお

になっていくことが、相
そう

談
だん

員
いん

としてやりがいを感
かん

じています。

相
そう

談
だん

員
いん

は聞
き

き上
じょう

手
ず

！
相
そう

談
だん

員
いん

利
り

用
よう

者
しゃ

さんの困
こま

りごとが、私
わたし

たちの支
し

援
えん

などを通
つう

じて少
すこ

しでも軽
かる

くなり、不
ふ あ ん

安な

表
ひょう

情
じょう

が笑
え

顔
がお

に変
か

わると、私
わたし

たちも笑
え

顔
がお

になります。私
わたし

がだれか（利
り

用
よう

者
しゃ

さん）の

役
やく

にたっているという実
じっ

感
かん

が湧
わ

いて幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちになります。

障
しょう

がいがあっても笑
え

顔
がお

で安
あんしん

心して生
せい

活
かつ

できるように、支
し

援
えん

します
生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

員
いん
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看
かん

護
ご

師
し

リハビリ

テーション職
しょく

栄
えい

養
よう

士
し

“食
しょくじ

事”という楽
たの

しみを提
てい

供
きょう

できること、行
ぎょう

事
じ

を一
いっ

緒
しょ

に楽
たの

しめることがやりがい

です。また、利
り

用
よう

者
しゃ

さんの人
じん

生
せい

に関
かか

わり、ご家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

にサポートできることが

魅
み

力
りょく

です。

利
り

用
よう

者
しゃ

さんの食
しょくじ

事や栄
えいよう

養を管
かん

理
り

します

「デイサービスに来
く

るのが楽
たの

しいよ！」「体
たい

操
そう

をするのが好
す

き」という言
こと

葉
ば

をもらっ

たり、笑
え

顔
がお

を見
み

せてくれる瞬
しゅん

間
かん

に、自
じ ぶ ん

分の関
かか

わってきたことが、お年
とし

寄
よ

りの元
げん

気
き

に

つながっていることをすぐそばで感
かん

じられる、やりがいに満
み

ちた仕
し

事
ごと

です。

お年
とし

寄
よ

りの「なんでも相
そうだんじょ

談所」でありたい！

お年
とし

寄
よ

りが、1日
にち

でも長
なが

く楽
たの

しく生
い

きるお手
て つ だ

伝いをしています。元
げん

気
き

で笑
え

顔
がお

で

暮
く

らしていけるお年
とし

寄
よ

りを見
み

れることがうれしいです。

お年
とし

寄
よ

りの健
けん

康
こう

を守
まも

ります

みなさん、ありがとうございました

児
じ

童
どう

指
し

導
どう

員
いん

子
こ

どもたち一
ひ と り

人ひとりと向
む

き合
あ

い、“気
き

持
も

ちが通
つう

じ合
あ

えた”と感
かん

じる瞬
しゅん

間
かん

は、この

うえない喜
よろこ

びを感
かん

じます。かけがえのない瞬
しゅん

間
かん

や感
かん

動
どう

に出
で

会
あ

える、とても尊
とうと

い仕
し

事
ごと

です。

気
き

持
も

ちに寄
よ

り添
そ

い成
せい

長
ちょう

を見
み

届
とど

ける。傷
きず

ついた心
こころ

を癒
いや

し、心
こころ

を育
そだ

てる。

大
だい

事
じ

にしているのは“人
ひと

の想
おも

い”です。お話
はなし

を聴
き

いて地
ち

域
いき

の人
ひと

たちが輪
わ

になるよう

働
はたら

きかけています。「人
ひと

が地
ち

域
いき

をつくっている！」「地
ち

域
いき

がつながった！」と感
かん

じた

時
とき

、やりがいを感
かん

じます。

「地
ち

域
いき

の人
ひと

の想
おも

い」をつなぐ、伝
つた

えるコーディネーター
社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょうぎかい

議会
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人
ひと

はみんな、幸
しあわ

せを感
かん

じ笑
え

顔
がお

になるためには、

たくさんの人
ひと

の助
たす

けが必
ひつ

要
よう

です。

すごく強
つよ

いヒーローも、えらい王
おう

様
さま

も、大
おお

金
がね

持
も

ちの社
しゃ

長
ちょう

さんだって同
おな

じです。

ヒーローには協
きょうりょく

力してくれる仲
な か ま

間が必
ひつ

要
よう

です。

王
おう

様
さま

もデザイナーさんが服
ふく

を作
つく

ってくれないと、

立
り っ ぱ

派な服
ふく

を着
き

ることができません。

社
しゃちょう

長さんがどれだけお金
かね

を持
も

っていたって、

お店
みせ

に店
てん

員
いん

さんがいないと、買
か

い物
もの

もできません。

みんな誰
だれ

かの助
たす

けが必
ひつ

要
よう

です。

あなたが今
いま

、幸
しあわ

せを感
かん

じられていることも、

家
か

族
ぞく

や先
せん

生
せい

、友
とも

達
だち

の助
たす

けがあったからです。

だからあなたも誰
だれ

かを助
たす

けられるようになりましょう。

お母
かあ

さんやお父
とう

さんのお手
て

伝
つだ

いをしたり、先
せん

生
せい

の話
はなし

をしっかり聞
き

いたり、

友
ともだち

達が忘
わす

れ物
もの

をしていたら貸
か

してあげましょう。

誰
だれ

かの幸
しあわ

せ、笑
え

顔
がお

のために、あなたは何
なに

ができるでしょうか。

そうやって考
かんが

えることが、福
ふく

祉
し

のはじまりです。
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R7.3　6,000部

この冊子の制作にご協力いただいた施設のみなさま

株式会社ファミーユ 医療法人志太会 社会福祉法人桂 社会福祉法人天竜厚生会

社会福祉法人芙蓉会

社会福祉法人

牧ノ原やまばと学園

社会福祉法人

長泉町社会福祉協議会 社会福祉法人八生会

静岡県社会福祉人材センターでは、みなさんと福祉をつなぐためのお仕事をしています。

「福祉の仕事についてもっと知りたい！」と思ったら、ぜひわたしたちに相談してください。

ア ナ タ とと フ ク シ ををつなぎますつなぎます

社会福祉法人全国社会福祉協議会

中央福祉人材センター

全国にある福祉人材センターが作成している、

小中高生向けのマンガなどを紹介しています。

LINEでも

相談受付中です！

静岡県総合社会福祉会館「シズウエル」３Ｆ

〒４２０−０８５６ 静岡市葵区駿府町１−７０

TEL  054-271-2110 
FAX  054-272-8831

月曜日〜金曜日［8：30〜17：00］

沼津産業ビル ２Ｆ（旧沼津商連会館ビル）

〒４１０−０８０１ 沼津市大手町１−１−３

TEL  055-952-2942 
FAX  055-952-2943 

月曜日〜金曜日［8：30〜12：00/13：00〜17：00］

静岡県社会福祉人材センター
東部支所

浜松市福祉交流センター

〒４３２−８０３５ 浜松市中央区成子町１４０−８

TEL  053-458-9205 
FAX  053-453-0716  

月曜日〜金曜日［8：30〜17：00］

浜松市福祉人材バンク静岡県社会福祉人材センター

せいさく　　すずき　あかね　　　絵本作家を夢見る介護職員。　

全ページにネコちゃんがかくれてるよ！探してみてね！全部見つけられるかな？


